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オゾン分解すると、cis-trans異性は
分からなくなってしまいます。
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３量体以上も形式的には考え
られますが、最もありそうな
化合物はcyclooctadieneです。

揮発性の高いアルデヒドやケトンを単離し、構造決定するためには、ヒドラゾン化合物へ
の誘導反応がよく用いられます。反応は簡単で、ヒドラジン化合物と混ぜるだけです。
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tosylhydrazine mp. 150 °Cbp. 57 °C
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